
初不動護摩大祭
不動明王の智慧の炎で六道の迷いを打ち破る

特別護摩修行
年に一度の初不動大祭では、大般若経典の転読加持をうけながら、
ご自分で護摩木を護摩壇へ捧げて祈り、煩悩を智慧の炎で焼きつ
くす護摩修行体験ができます。

授与品：
分身護摩札と叶御守

かのうまもり

信長を救ったとされる身代不動明王の霊験宿る
分身護摩札と叶御守があなたをお護りくださいます

令和 8 年１月 28 日 ( 水 )

不動堂　堂内

日時

場所

15 時～16 時30 分
（受付時間 14 時00 分～15 時30 分）

て
物
事
が
進
展
し
た
り
、
目
標
に
向
か

っ
て
突
き
進
む
力
が
み
な
ぎ
る
年
と
読

み
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
反
対
に
、

比
和
の
関
係
性
が
い
き
過
ぎ
て
し
ま
う

と
、
火
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
強
す
ぎ
て
頭

に
血
が
上
っ
て
冷
静
さ
を
欠
き
、
衝
突

を
生
ん
だ
り
暴
走
し
て
し
ま
う
可
能
性

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
良
い

氣
が
重
な
る
干
支
暦
で
す
の
で
、
比
和

の
関
係
性
を
少
し
頭
の
片
隅
に
お
い
て

い
た
だ
き
、
感
情
的
に
行
動
す
る
の
で

は
な
く
、
一
呼
吸
お
い
て
物
事
を
進
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？　

ま
た
午
は
季
節
で
は
夏
に
あ
た
り
ま

す
。
令
和
8
年
も
猛
暑
が
予
測
さ
れ
ま

す
の
で
、
家
電
製
品
の
過
熱
に
よ
る
火

災
や
熱
中
症
な
ど
に
も
気
を
付
け
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

◆
暦
の
活
用
法

実
は
暦
と
い
う
の
は
日
に
も
割
り
当

て
ら
れ
て
お
り
、
古
来
よ
り
人
々
の
暮

ら
し
の
「
道
標
」
と
し
て
活
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
年
末
年
始
の
行
事
や
御
祈

祷
の
際
に
お
渡
し
す
る
家
庭
暦
に
は
、

ど
の
よ
う
な
行
動
が
吉
と
な
る
か
の
指

針
や
方
向
の
参
考
に
役
立
つ
情
報
が
書

か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

皆
様
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
、
目

標
に
向
か
っ
て
力
強
く
飛
躍
す
る
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

萬
松
寺　

四
十
二
世
住
職

大
藤　

元
裕

◆
ご
挨
拶

令
和
７
年
は
、
野
球
の
大
谷
選
手
の

二
刀
流
復
活
や
高
市
氏
の
日
本
初
の
女

性
内
閣
総
理
大
臣
就
任
な
ど
ま
さ
に
再

生
と
変
化
の
年
だ
っ
た
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。
こ
と
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
に
お
い

て
は
、
多
く
の
日
本
人
選
手
の
活
躍
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
野
球
以
外
で
も
、
世

界
的
な
舞
台
で
活
躍
す
る
日
本
人
の
勇

姿
は
、
多
く
の
人
々
に
夢
と
希
望
を
与

え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
令
和
８
年
も

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
令
和
８
年
の
干
支
暦
「
丙
午
」

毎
年
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
「
干
支
」
と
は
十
干
と
十
二
支
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
を
指
し
ま
す
。

そ
し
て
令
和
８
年
の
干
支
暦
は
、

「
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
」
に
あ
た
り
、

前
回
の
昭
和
41
年
は
迷
信
に
よ
っ
て
出

生
率
が
低
下
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
「
丙
」
が
「
十
干
」
、
「
午
」
が

「
十
二
支
」
に
あ
た
り
ま
す
。

五
行
説
で
は
、
丙
と
午
は
共
に
「
火
」

の
性
質
を
持
つ
こ
と
か
ら
「
比
和
」
と

い
う
「
互
い
の
性
質
を
高
め
合
う
」
関

係
性
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
陰
陽
説
に
お

い
て
も
共
に
「
陽
」
の
性
質
と
な
り
、

真
夏
の
太
陽
の
よ
う
な
力
強
さ
や
明
る

さ
、
温
か
さ
を
秘
め
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

つ
ま
り
丙
午
の
年
は
、
比
和
の
関
係

性
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
う
ま
く
発
揮
さ
れ

る
と
、
停
滞
し
た
議
論
が
活
発
化
さ
れ

ゆ
く
年
く
る
年

万
松
寺

20         25
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読経読呪仏陀回向の功徳と諸仏菩薩のご加護による、
七難即滅・七福即生の祈祷をさせていただきます。
あわせて厄難を払うとされる「豆まき」をしていただきます。

本命星と当年星がより吉勢となるよう、除災招福の祈祷を
させていただきます。

場所：本堂
（十一面観世音菩薩真前）

場所：不動堂（身代不動明王真前）

２月3日
火

令和 8 年

時間  12時～17時

時間　12 時～ 17 時　受付　11 時 30 分～ 16 時 30 分
祈祷料　3,000 円
（枡をお持ち帰りの場合、別途：五合枡 2,000 円、一合枡 1,000 円）

時間　12 時～ 17 時　受付　11 時 30 分～ 16 時 30 分
祈祷料　3,000 円

１
月

１
日（
木
）

２
日（
金
）
初
詣
大
般
若
会

不
動
堂
・
稲
荷
堂

身
代
不
動
明
王
︑白
雪
稲
荷
の
ご
真
前
に
て
︑大
禍

の
な
い一
年
を
祈
祷
す
る
大
般
若
会
を
行
い
ま
す
︒

２
日（
金
）

３
日（
土
）
正
月
合
同
法
要

白
龍
ホ
ー
ル

墓
地
や
納
骨
堂
に
眠
る
ご
先
祖
様
や
大
切
な
方
に
︑

新
年
の
ご
挨
拶
を
兼
ね
て
追
善
供
養
を
営
み
ま
す
︒

６
日（
火
）
初
稲
荷
大
祭

稲
荷
堂

白
雪
稲
荷
の
ご
真
前
に
て
︑
仕
事
始
め
の
開
運

祈
祷
を
行
い
ま
す
︒

10
日（
土
）

境
内

昇
龍
焚
き
上
げ

正
月
飾
り
や
古
い
御
札
︑
お
守
り
を
読
経
と
浄

火
に
よ
り
お
焚
き
上
げ
し
︑
併
せ
て
凶
返
し
の

護
摩
焚
き
を
行
い
ま
す
︒

28
日（
水
）

不
動
堂

初
不
動
護
摩
大
祭

不
動
明
王
の
初
縁
日
に
︑
身
代
不
動
明
王
の
ご

真
前
に
て
︑
身
体
健
全
・
災
難
消
除
の
護
摩
祈

祷
を
行
い
ま
す
︒

２
月

３
日（
火
）
節
分
会

本
堂

立
春
の
節
分
に
︑
開
運
招
福
の
祈
祷
と
豆
ま
き

を
行
い
ま
す
︒

星
祭

不
動
堂

当
年
星
と
本
命
星
を
祀
り
︑
除
災
招
福
の
祈
祷

を
行
い
ま
す
︒

２
月

15
日（
日
）

お
釈
迦
様
が
亡
く
な
ら
れ
た
日
に
︑
遺
徳
を
慕

い
報
恩
感
謝
の
法
要
を
営
み
ま
す
︒

涅
槃
会

本
堂

３
月

３
日（
火
）

本
堂

信
秀
忌

万
松
寺
を
建
立
し
た
織
田
信
秀
命
日
供
養
を
営

み
ま
す
︒

８
日（
日
）

本
堂
・
境
内

災
害
物
故
者
追
悼
法
要

震
災
な
ど
の
災
害
で
亡
く
な
っ
た
世
界
中
の
方

を
悼
み
︑
復
興
・
再
生
へ
の
祈
り
を
込
め
て
︑

追
悼
法
要
を
営
み
ま
す
︒

４
月

５
日（
日
）

境
内

花
ま
つ
り

降
誕
会
を
祝
し
︑
花
御
堂
の
誕
生
仏
に
甘
茶
を

灌
ぐ
花
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
︒

８
日（
水
）

本
堂

降
誕
会

お
釈
迦
様
が
花
園
で
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
日
に
︑

誕
生
を
祝
し
報
恩
感
謝
の
法
要
を
営
み
ま
す
︒

21
日（
土
）

稲
荷
堂

旧
暦
初
午
の
日
に
︑白
雪
稲
荷
の
ご
真
前
に
て
︑

五
穀
豊
穣
・
商
売
繁
盛
の
祈
祷
を
行
い
ま
す
︒

初
午
会

22
日（
日
）

23
日（
月
）
春
彼
岸
合
同
法
要

彼
岸
︵
浄
土
︶と
此
岸
︵
現
世
︶が
近
く
な
る
と

さ
れ
る
彼
岸
の
時
期
に
︑追
善
供
養
を
営
み
ま
す
︒

白
龍
ホ
ー
ル

年
間
行
事

２
０
２
６

こ
れ
か
ら
の
行
事



授
与
品

御
朱
印
の
デ
ザ
イ
ン
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
！

■
四
季
の
記
念
書 

冬
詣

12
月
13
日
~ 

■
白
雪
稲
荷
見
開
き
御
朱
印

11
月
下
旬
~

■
開
運
招
福

　
ス
テ
ッ
カ
ー
御
守

12
月
後
半
予
定

■
良
縁
守

こ
の
﹁
は
く
び
通
信
﹂
ご
持
参
に
て

１
回
無
料
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す

お
申
し
込
み
・
お
問
合
わ
せ

Ｗ
Ｅ
Ｂ

万
松
寺  

学
び
舎
　
　
　
　
検
索

電　
　

話

０
５
２-

２
６
２-

０
７
３
５

万
松
寺
の
仏
教
講
座

大
人
の
寺
子
屋

~
万
松
寺
住
職
と
の

　
　
　

気
楽
な
お
茶
会
~

※
行
事
な
ど
に
よ
り
︑
日
時・
会
場
の
変
更

　

や
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒ 

講　

師
万
松
寺
住
職 　

大
藤  

元
裕

２
月
８
日

３
月
８
日

開
催
日

時　
　

間

10
時
半
~
12
時

参
加
費

３
０
０
円︵
お
抹
茶
・
お
菓
子
付
き
︶

５
０
０
円

参
加
費

■
毎
週
日
曜
日 

９
時
~
10
時

坐　

禅　

会

写　

経　

会

■
毎
月
第
２
土
曜
日 

16
時
~
17
時
半

※
１
月
は
11
日︵
日
︶開
講　
﹁
書
初
め
会
﹂

仏
教
勉
強
会

■
毎
月
第
４
土
曜
日 

16
時
~
17
時
半

写　

仏　

会

■
毎
月
第
１・３
土
曜
日 

16
時
~
17
時
半

毎
月
28
日

不
動
明
王
縁
日
護
摩

15
時
~
16
時
半
︑
19
時
~
20
時  

４
月

23
日（
木
）
春
姫
忌

本
堂

初
代
尾
張
藩
主
正
室 

春
姫
命
日
供
養
を
営
み
ま

す
︒

28
日
の
不
動
縁
日
の
中
で
も
縁
の
強
い
春
と
秋

に
︑
大
祭
と
し
て
大
般
若
会
を
行
い
ま
す
︒

５
月

28
日（
木
）
春
期
不
動
明
王
大
祭

不
動
堂

11
日（
土
）

７
月

ご
先
祖
様
や
大
切
な
方
が
浄
土
か
ら
現
世
に
帰
っ

て
く
る
新
盆
の
時
期
に
︑追
善
供
養
を
営
み
ま
す
︒

お
盆
合
同
法
要

白
龍
ホ
ー
ル

10
日（
月
）

11
日（
火
）

12
日（
水
）

８
月

ご
先
祖
様
や
大
切
な
方
が
浄
土
か
ら
現
世
に
帰
っ

て
く
る
旧
盆
の
時
期
に
︑追
善
供
養
を
営
み
ま
す
︒

お
盆
合
同
法
要

白
龍
ホ
ー
ル

の
ぶ
な
が
ホ
ー
ル

12
日（
水
）

夕
刻
に
松
明
を
焚
き
︑
ご
先
祖
様
や
大
切
な
方

の
精
霊
を
現
世
へ
お
迎
え
し
ま
す
︒

迎
え
火

本
堂
前

15
日（
土
）

夕
刻
に
松
明
を
焚
き
︑
ご
先
祖
様
や
大
切
な
方

の
精
霊
を
浄
土
へ
お
送
り
し
ま
す
︒

送
り
火

本
堂
前

19
日（
水
）

願
い
を
込
め
て
奉
納
さ
れ
た
短
冊
に
︑
諸
願
成

就
の
祈
祷
を
行
い
ま
す
︒

旧
暦
七
夕

本
堂

24
日（
月
）

８
月

本
堂

ご
先
祖
様
と
全
て
の
精
霊
に
︑水
の
子
を
供
え
︑

甘
露
門
を
読
経
す
る
追
善
供
養
を
営
み
ま
す
︒

施
食
会

28
日（
月
）

28
日
の
不
動
縁
日
の
中
で
も
縁
の
強
い
春
と
秋

に
︑
大
祭
と
し
て
大
般
若
会
を
行
い
ま
す
︒

秋
期
不
動
明
王
大
祭

不
動
堂

12
月

６
日（
日
）

成
道
会
を
祝
う
と
共
に
︑
苦
行
で
倒
れ
た
お
釈
迦

様
を
救
っ
た
ス
ジ
ャ
ー
タ
の
功
績
を
称
え
ま
す
︒

ス
ジ
ャ
ー
タ
ま
つ
り
不
動
堂
前
・
境
内

■
ス
ジ
ャ
ー
タ
ま
つ
り
宵
山  

５
日︵
土
︶
境
内

８
日（
火
）

本
堂

成
道
会

お
釈
迦
様
が
悟
り
を
ひ
ら
か
れ
た
日
に
︑
偉
業

を
称
え
報
恩
感
謝
の
法
要
を
営
み
ま
す
︒

31
日（
木
）

新
た
な
年
も
良
い
氣
に
恵
ま
れ
る
よ
う
︑
除
夜

の
鐘
を
つ
い
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

除
夜
法
会

鐘
楼
堂
・
白
龍
ホ
ー
ル

23
日（
水
）

24
日（
木
）

９
月

白
龍
ホ
ー
ル

秋
彼
岸
合
同
法
要

彼
岸
︵
浄
土
︶
と
此
岸
︵
現
世
︶
が
近
く
な
る

と
さ
れ
る
彼
岸
の
時
期
に
︑
追
善
供
養
を
営
み

ま
す
︒



祈
祷
受
処
ま
た
は
札
処
に
て
お
求

め
く
だ
さ
い
。

※
授
与
品
に
よ
り
授
与
所
が
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
一
部
授
与
品
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら

も
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ

万
松
寺 W

EB

授
与
　
　 

検
索

年
始
の
授
与
品
授
与
時
間

■
１
月
１
日
（
木
）
〜
４
日
（
日
）

９
時
〜
20
時

■
５
日
（
月
）

10
時
〜
18
時

新年の授与品
2026

◆午年干支入り御朱印帳

金と赤の箔で
装飾を施しています

◆午年干支記念書

正月守り
授 与 日 １月１日（木）～３日（土）、節分

正月
守り

身代不動明王のご真前
でご祈祷した正月限定
の開運招福守です。

※売り切れ次第、終了となります。例年人気の授与品となりますので、お早めにお求めください。

破魔矢

※和紙御朱印帳の見開き３面に開運の文字と干支の午が描かれています

※見開き

表 裏

授与開始 １月１日（木）～ 授与開始

１月１日（木）～

午
年

う
ま
ど
し

丙
午

ひ
の
え
う
ま

正月限定御朱印・御朱印帳

※限定 100 セット

午年
正月限定
セット ◆午年干支入り御朱印帳

◆午年干支記念書

■
令
和
７
年
11
月
30
日
（
日
）

先
代
住
職
の
二
十
回
忌
法
要
を
本
堂

に
て
営
み
ま
し
た
。

先
住
忌

■
令
和
７
年
12
月
８
日
（
月
）

お
釈
迦
様
が
悟
り
を
開
か
れ
た
日

に
、
偉
業
を
称
え
報
恩
感
謝
の
法

要
を
営
み
ま
し
た
。

成
道
会

■
令
和
７
年
12
月
７
日
（
日
）

成
道
会
を
祝
う
と
と
も
に
、
苦
行
で

倒
れ
た
お
釈
迦
様
を
、
乳
粥
の
布
施

に
よ
っ
て
救
っ
た
ス
ジ
ャ
ー
タ
の
功

績
を
称
え
る
お
祭
り
で
、
毎
年
12
月

に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
前
日
の
宵

山
で
は
、
奉
納
さ
れ
た
提
灯
を
山
車

に
飾
り
、
17
時
か
ら
逮
夜
法
要
と
点

灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

ス
ジ
ャ
ー
タ
姫
に
扮
し
た
大
須
学
区

の
子
ど
も
た
ち
が
、
ス
ジ
ャ
ー
タ
め

い
ら
く
様
ご
協
賛
の
牛
乳
を
振
る
舞

い
ま
し
た
。 ス

ジ
ャ
ー
タ

ま
つ
り

■
令
和
７
年
12
月
16
日
（
火
）

秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
の
ご
真
前
に

て
「
火
盗
潜
消
」「
商
売
繁
盛
」
な

ど
の
祈
祷
を
行
い
ま
し
た
。

秋
葉
大
祭

万
松
寺
日
記


